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円谷幸吉を記念すること
-福島県須賀川市の動向を中心に-
小林　輝之
キーワード　　人を神にITJitlる習俗､人物記念行為､人物記念館､円谷幸L:
はじめに
牝者を｢神｣に紀る習俗は､仏教伝来以前から日本に存在し､ ｢日本人特有
のもの｣であるとされる■｡この習俗は､古くは崇りをなすと考えられた死者
から始まり､時代を経るごとにIITi.Eられる死者のバリエーションを監富化してき
た｡明治の初め頃からは､国家が神道と結びつき､顕彰すべき死者を次々に｢神｣
として神社(｢人物神社｣)に示巳るという流れを創り､民衆もそれに従うように
多くの顕彰系の｢神｣を神社に示巳っていっだ｡
しかし､小松和彦は､こうして｢神社が国家神道との結びつきをもったため
に､本来の思想を伝える装置としても機能しなくな｣り､戦後を通して人を｢神｣
に紀る｢人物神朴｣を建てる習俗は｢衰退の道をひた起っている｣と指摘するi｡
その卜で小松は､この習俗がそもそも特定の人物を記憶･記念しようとする
人々の想いに支えられてきたことに着日し､戦後に人々がそうした想いを抱い
た場合は､ ｢人物記念館｣を建てるという方法でこの習俗を代替しているとい
う｡
｢人物記念館｣とは､ 『人物記念館事典』の定義によれば､ ｢地域ゆかりの作
家･画家･先哲などの業績を記念､顕彰､展示するための個人記念館､美術館､
資料館｣であるlDこうした｢人物記念飢｣は､ 1950年EEIAから徐々に増え始め
1980年代から急激に増加しており､設;T. i:.体の6割近くを行政が担っていて､
[小松　2008: 7]
[鈴木　2009]
本段鵜の引用は､ [小松　2001 :2281229]に依る｡
川外アソシエーツ舶1996: 3]
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If.地は人口30ノj人以卜の小都市や町村に多く､近年は記念される人物の業箱分
野が多様化していることなどが指摘されているう｡
筆者は｢人物記念館｣を捉える基本的視角として､小松の見方を踏襲する｡
その上で､ ｢人物記念館｣をめぐる先行研究を検討すれば､大きく2つの問題
点が指摘できる`,｡一つは､記念される人物の業績分野が多様化しているとい
うが､その多様化の実態や背景がいかなるものであるかは十分に議論されてい
ない点である｡そして､もう一つは､ ｢人物記念戯｣という場の具体的考察､
つまり設立･運営主体だけでなく､来館者も含めた動態の把握が十分になされ
ていない点である｡
･点目について､小松は｢人物記念館の基本理念は､その人物の『業績』を
顕彰し後Lti-に伝えることにある｣とし､設､l/-_背景をその主体によって地方自治
体などの行政と民間の2つに分けて論じている7｡前者は､地域観光の臼二7.:_と
して地域振興に役立てようとしており､後者は､ ｢観光資源としての性格や地
域住民の広範な支持といったことは二の次｣で特定の人物を記念しようとして
いるという｡小松自身は概観を試みたのであって説明し尽したとは考えていな
いだろうが､前者は行政主導であってもー･概に地域振興だけでは捉えられない
側而があると考えられるし､後者は地域振興を｢二の次｣として記念するので
あれば､何のためにまじ念するのかということが説明されていない｡特に､後者
の中には､遺族や個人によって運営されているものが少なくない｡それらのう
ちには観光資源としての性格どころか､小松が｢人物記念館の基本理念｣とす
る特定の｢人物の『業績』を顕彰し後世に伝える｣という日的すら｢二の次｣
ではないかと思われるものも存在する｡
J_).LJ..Hについて､ ｢人物記念館｣は人物を講じ念する主体だけの問題でなく､
5　[森ti]ほか1999]o　この研究は､ 『人物記念館事典』に採録された施設を中心とした302
館にアンケート調査し､ 220館からのL川谷を分析している(阿収率73.1%)｡それによると､
｢人物記念館｣の設立年代は､ 1950勺-･以前が8作､ 1950年代が11作､ 1960年代が36件､ 197()
年代が46作､ 1980年代が110作､ 1990-951E:･が76件である｡
6　｢人物記念館｣についてi--_過的に扱った先行研究は､ [森mほか1999] ､ [小松　2001] ･
[小松　2002] ･ [小松　2008]､およびlI11 2003] ･ [lII　2005]を参照した｡
7　本段落の引用は､ [小松　2002:120-121]に依る｡
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記念される人物の｢心｣や｢人間性｣に触れようとする人々の支持が得られな
ければ､ ｢休館･廃館に追い込まれてしまう｣のでありH､来館者の動向､すな
わちどのような人々が､どのような目的でそこを訪れ､何に触れるかといった
ことを視野に収める必要がある9｡こうした視点に立つとき､筆者が特に注H
するのは､遺族が運営する｢記念館｣の巾には､遺族が暮らす自宅を｢記念館｣
とするものがあるということである｡行政や民間がi:.導する他の多くのrB'己念
館｣では､死者の何がしかを展示した空問をLIA_者がめぐるのに対し､本稿で取
り卜げる｢円谷幸吉記念館｣や､ 2006年に開館した｢横井庄･記念館｣のよう
に､遺族が暮らすL'J宅を｢記念館｣とする施設では､ (記念される死者を介し
て)遺族と来館者が関わるという事態が生じており､両者はやや意味合いの異
なる場となっていると考えられる｡
以上の関心から､ ( ･点口については今後の課題としなければならないが､)
本稿は､円谷幸吉(1940-1968)の遺族の自宅が腿示空間となった｢H谷幸吉
記念館｣を取り上げ､その成立と展開の実態を考察する｡その際､信Ll念館｣
をめぐる動向だけでなく､それが位置する須賀川市において円谷という死者を
めぐる生者の動向を幅広く検討し､より立体的な把握をR指すことにしたい｡
1.円谷幸吉
1-1　円谷幸吉の生涯川
rlJ谷幸吉(以下､ i:_に｢円谷｣と記す)は､ 1940年5月13日に福Pj県須賀川
8　[小松　2002: 128]
9　こうした見jiは､両村明の祝JTJに教わるところが多かった｡西村は､ ｢人物神社｣や｢人
物記念館｣について､そこに祭Jl-u ･昂じ念される死宵とそこを来訪するff:.者の霊魂が共鳴する
事態を捉えて､死者の諾魂には小松和彦のいう｢記憶装同.｣としての側面だけでなく､牛B.
に対して人米への行為を駆り立てる｢姫史参入装吊｣としての側面もあることを指摘してい
る([西村　2006:22])｡
10　本節の記述は､ IIJ科こついての3冊のlL;記([長岡1977] ･ [百山1980] ･ [橋本
1999])を参照して､執筆した｡
11本稿に牒場するllJ谷の家族は､父IF:七が189約二生まれ(1975111に77歳で亡くなった)で､
母ミツが1901年生まれ(1992年に91歳で亡くなった)である｡また､長兄の敏雄は1926年牛.
まれで､ lJLl兄の喜久造は19321[･一生まれで､共に健イl三である｡
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市人町で､父幸七と母ミツの末っ子(兄が5人､姉が1人)として生まれた11｡
幸ヒは農業を生業としていたが､大正時代に会津若松の第65連隊に2年間所属
した経歴の持ち七であり､近所でも朕の厳しい人物として評判だった0円谷は､
円芥家4則(｢呼ばれたら返事を｣ ･ ｢人には挨拶を｣ ･ ｢履き物を揃える(塞
押､整頓)｣ ･ ｢自分のことは自分でする｣)のもとに育てられ､須賀川第-小
学校から須賀川第　ヰ学校を経て､須賀川高校に進んだ｡
H谷は､須賀川高校在校中に､阿見の喜久道の影響で陣卜競技を本格的に始
校長先牛､済みません○ 
高長課長､何もなし得ませんでしたo 
官~卜教JLi'､御厄介お掛け通しで済みません○ 
企画課長､お約束守れず相済みませんo 
メキシコオリンピックのご成功を祈り上げますo 
---)L■六八.-- 
資料1　上司宛ての遺書
父卜様母1-_様､三口とろろ美味しうございました､ L--し柿､もちも美味しう
ございました｡
敏雄兄姉上様､おすし美味しうございました｡
勝美兄姉上様､ブドウ柄､リンゴ美味しうございました｡
巌兄姉上様､しそめし､南ぽんづけ美味しうございました｡
喜久造兄姉L様､ブドウ液､養命酒美味しうございました､又いつも洗濯あ
りがとうございました｡
辛造朋IJ'上様､往復車に便乗さして戴き有難うございました､モンゴいか美
味しうございました｡
正男兄姉上様､お気を煩わして大変申し訳ありませんでした｡
幸雄君､秀雄岩､幹雄封､敏f-ちゃん､ひで(-ちゃん､良介君､敬久君､み
ょ子ちゃん､ゆき江ちゃん､光江ちゃん､彰君､芳幸朋r､恵子ちゃん､幸栄
邪､裕ちゃん､キーちゃん､正嗣君､立派な人になって卜さい｡
父上様母上様､幸吉は､もうすっかり疲れ切ってしまって走れません｡
何卒　お許し下さい｡
気が安まる事なく､御苦労､御心配をお掛け致し申し訳ありません｡
辛出ま父時上様の側で暮らしとうございました｡
資料2　家族宛ての遺書
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める｡高校卒業後は､地元の有力実業団チームであった常磐炭鉱-の就職を希
望したが､就職難の折で叶わず､ 1959年4月に陸卜自衛隊に入隊した1-㌔ 1962
年のシーズンからトラック競技で日本記録を相次いで更新して頭角を現し､
1964年10月の東京オリンピックのマラソン競技において､銅メダルを獲得した｡
東京オリンピックの活躍で､地元の須賀川市や自衛隊の英雄となったH谷で
あったが､以後は故障に悩まされ続けた｡また､次回のメキシコオリンピック
でのメダル獲得まで結婚を許さないというL廿の反対による婚約の破談や､オ
リンピック選手にまで育ててくれたlPJ野洋美コーチの異動など､周囲の状況に
も恵まれなかったo Ll際的にマラソン競技のレベルが卜がる中で､ H谷の成績
は東京オリンピック前の水準をF回り続けた｡
円谷は､メキシコオリンピックの開催年である1968年の正月を実家で家族と
過ごした後､ 1月6日に､陸上自衛隊朝霞駐屯地内の自衛隊体育学校(東京都
練馬区)に帰隊｡同月9日の11時頃､自衛隊体育学校幹部宿舎の自室のベッド
のLで､寝間着姿のまま血まみれで死んでいる円谷を同僚が発見する｡検死の
結果､死因は両刃の剃刀で右頚動脈を切ったことによる出血多量で､ 1月8fl
のうちに自殺していたことが明らかとなった｡遺書は､上HAJ宛てと家族宛ての
2通が遺されていた(資料1 ･ 2を参照)｡
1-2　須賀川へ-円谷の通夜･葬儀･納骨-
円谷の遺体が発見された1968年1月9日の尽頃､自衛隊の上官から実家-電
報がJ副ナられ､幸七や長兄の敏雄らが即日上京した｡父や兄たちは､ 19時過ぎ
に円谷の遺体と対面し､ 20時過ぎから自衛隊体育学校2階の1ぢ･講堂で通夜が
行われた｡当日は､ ｢会場の窟前列には幸七さんら肉親をはじめ､同校の森川
竹雄校長ら幹部､学年､ flJ谷選手が卒業した中大13の運動部学生など約二百人
12　日谷は､ 1959年4JJから存森県八JJA市の教育隊で3ケJlの訓練を受けた後､同年6)jに第
6特科連隊(福島県郡山市)に配属されたo　以後､秋霜駐屯地内の自衛隊体育学校(東京都
練馬区)や幹部候補生学校(福岡県久留米心)などに勤頗した｡つ
13　日谷は､ 1963年4月に中火大学経済部推業経済学科の夜間部に入学し､ 1967年3Jlに同学
科を卒業した｡
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が参列｣し､ ｢底冷えする会場に静かな読経の声が流れる巾を次々と焼香｣が
なされ､ ｢夜おそくまで続いた｣という11｡
円谷の遺体は､同年1月10日に友人の斎藤章LiJIIlが郡山駐屯地から別電駐屯
地に到着した際に､茶毘にふされる両前であったからH'､同年1月13日の葬儀
までに火葬されたものと思われる｡ 13[lの正午から､円谷の自衛隊体育学校葬
が､陸上自衛隊市ヶ谷駐屯地(東京都新宿区)で行われた｡自衛隊関係者や､
体育協会と陸上連盟などスポーツ関係者が､ ｢約千人が参列して､追福を祈っ
た｣17｡
同年1月14日の正午過ぎに､円谷の遺骨は須賀川駅に到着した｡その様1-は､
｢父幸七さん(六八)の胸にしっかり抱かれた遺骨は､兄弟が涙ながらに持つ
臼衛隊姿の遺影と位はい､そして東京オリンピックで三位に入賞した栄光の銅
メダルと　一緒に帰ってきた｣､ ｢郡山白衛隊清水英範一等陸肘の指揮する二十七
人の音楽隊員が､悲しみの葬送曲をかなでる巾に自衛隊員や母校の須高生､一
般市民九千人が出迎えた｡兄の敏雄さん(四二)が声をつまらせながら『幸吉
がただいま帰ってきました｡みなさまのご期待にそえずほんとうに申しわけあ
りません』とあいさつ､東京の体育学校葬に出席して　一緒に帰ってきた鈴木貞
夫後援会長(須賀川市長)服部_二寿市議会議長を先頭に､沿道を埋めた市民に
見送られながらなつかしい生家にはいった｣と伝えられている1㌔)
その3日後の1月17日の13時から､円谷の後援会葬(『第27回H谷幸吉メモ
リアルマラソン大会パンフレット』の年表には､ ｢須賀川市､円谷家合同葬｣
とある1L))が､ 1964年には円谷の東京オ1)ンピック凱旋祝勝会の会場となった､
14　『福結民友新聞』 1968年1月10Fl朝刊
15　虎藤孝司(19331)は､陸上｢l衛隊における川谷の先輩である｢ノEIJ谷が､陸｢.部のない郡
I)Hrl衛隊に配鵜されて.人で練習をしていたところに声を掛け､一緒に走るようになったC
1999年1()月の時点で､郡山陸T-.捌支会の会良を務めていた(『読売新聞』 1999年10月6 E]朝
川)｡
16　[橋本1999:299]
17　『朝H新帆』 1968年1日13LJ夕刊
18　『細島比友新聞』 1968年1JH5日剛川｡なお､祈賀川駅から円谷の生家までは､南へ3km
ほどである｡)この道程の束IJu-に､ H谷の農のある十念寺と須Jfin川市体育館がある｡ 20061L:-に
｢Frl谷辛17メモ.)アルホール｣が設けられた須賀川アリーナは､ Illfiの生家から､ iji賀川rl1-
を流れる釈迦′削りを挟んで､北川へ3kmほどである｡
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須賀川市体育館で行われた｡ ｢郡ⅠIl自衛隊音楽隊のかなでる葬送曲の中を､父
幸七さん(六八)の胸にしっかりいだかれた遺骨が自衛隊員や母校の須賀川rg''
校4:.徒､一般市民など7-三百人に迎えられて会場に到着｣して式が始まり､静
まりかえった会場で､涙ながらの告別が繰り返されたという2日｡
円谷の墓は､ rT]谷家の菩提寺である十念寺(浄土宗)に建てられ､同年4月
14日の百カ日納骨法要と共に遺骨が某に納められだ1｡
2. ｢円谷幸吉記念館｣
2-1 ｢最勝庵｣から｢円谷幸吉記念館｣へ
1969年7月に､ H谷の家族は生家を改築して両親の隠居所を建て､そのうち
15JJj'ji:ほどの　一室に､円谷の約2000点の遺品を並べた-'2｡この隠居所は､四兄の
喜久造夫妻の住居と軒続きの二tu.一帯住宅であるo家族が両親の隠居所の　一室に
遺品を並べたのは､円谷の家族宛て遺書の最後の文言｢幸吉は父母上様の側で
暮らしとうございました｣を､遺志と受け止めて叶えようとしたからである｡
そのことを､ミツは｢わが子の遺志に従い､遺品と共に隠居所､ (現在のH谷
幸吉記念館)に住まいして｣､敏雄は幸七が(遺書の最後の一文に) [『そうだっ
たのか』と､無念さをこらえるようにつぶやいた｣ことを振り返りつつ､ ｢『一一･
緒に暮らしたかった』という幸吉の気持ちを大切に､せめて位はいと共に過ご
19　『第27凶円谷幸吉メモリアルマラソン入会パンフレット』 48,Fl:-,以卜､本稿で資料として
川いる第9LD]大会と第27回大会のパンフレットについては､それぞれ『第9山人会パンフレッ
ト』 ･ 『第27lq入会パンフレット』と請Llすことにする｡
2O　『袖良民友新聞』 1968年1J118H削[:rJ
21 『第27L‖Ⅰ大会パンフレット』､ 48f1,-,,この後､ ElJ符の家族は凹忌を重ね､ 200()J'1-･に身内だ
けで33l‖1忌を行-,たし)喜;･久造は､イ/i:.きてるかどうか｣と言いながら､ 50回忌を行うつもり
でいるという｡また､ ｢円谷幸吉メモリアルホール｣の案内板には､ ｢現在でも辛L'f一選手の眠
るf･念､1-:のお墓を､たくさんの人が訪れています｣とある｡例えば､イf森裕千(19661し) 1992
1卜のバルセロナオリンピックで銀メダル､ 1996年のアトランタオリンピックで銅メダルを独
得した元マラソンランナー)は､袖出直に向かう途巾に立ちノ烏‥り､ ｢これからも障卜非を比
守ってくださいと祈りました｣という(『l獅至新聞』 1996年1川11H夕刊)｡
22　2.以降の記述は､柱を付さない限り､筆者白身が行った聞き,巧さ調査に去づいている｡
すなわち､ 2009年9 Hl()日のlll谷喜久造氏とその女への調査､および2009年10月2 Uと2010
年5月25Uのlリ符喜久道民-の調査､ 2OO9iti10月17Hに行った才一]京健二氏や1;),'路道雄氏､ llJ
谷のlI･火入学時代のIu-J窓生の諸氏への調査である｡
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し､見守ってやろうという思いだったのです｣L'3､と表現している｡家族は隠居
所を､円谷の戒名｢最勝院功誉是真幸吉居士｣に因んで､ ｢最勝庵｣と名づけた｡
図1 ｢円谷幸吉記念館｣概観24　　　　　図2　｢円谷幸吉記念館｣内観
1969年7月14日に､生前から親交のあった中尾隆行が､高校の有力選手を訪
ねた帰りに立ち寄り､最初の来訪者となった25｡両親や喜久道には､初めは人
に公開する意図はなかったが､ ｢行けば見せてくれる｣ということがだんだん
と口コミで広がり､ ｢最勝庵｣はいつしか｢記念館｣と呼ばれるようになって
いった｡
｢記念館｣への来訪は､電話で事前に予約することが好ましいとされたが､
突然の訪問でも可能な限り応対がなされた｡応対は､ ｢記念館｣に住む両親と
喜久造夫妻を中心とした親類が行った｡特に､喜久道は兄弟の中でも円谷への
想いがひと際強く､ (20歳の時から岩瀬郡市陸上競技協会26を手伝い､現在は同
協会の副会長を務めていて)陸上競技にも詳しいため､案内役を務めて､来訪
者に円谷の人柄や競技生活について語った｡喜久造は農業を生業としているが､
｢普通の日にも北海道･東京･大阪をはじめ､全国から参観者が訪ずれ｣るた
23　ミツの言葉は[宵山1980: 1]､敏雄の言葉は[産経新聞取材斑　2001:174-175]｡円
谷家の仏壇は長兄である敏雄の家にあるが､円谷の位牌だけは両親が隠居所に置いていた｡
現在も喜久造夫妻のもとにある｡
24　図1は指完売新聞』1988年10月2日朝刊から､図2は『朝日新聞』1999年2月3日朝刊(福
島県版)から転載した｡
25　『読売新聞｣ 1988年10月2日朝刊｡中尾隆之(1939-)は､元マラソンランナー｡ 1972年
のボストンマラソンで3位入質などの成横を残している｡
26　岩瀬郡市陸上競技協会が管轄するのは､明治初めに｢岩瀬郡｣であった地域で､現在の須
賀川市や鏡石町､天栄村､矢吹町などが含まれるo
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め27､ ｢お客さんに合わせて｣生活リズムを変え､ ｢夜が明けると働いて｣早め
に仕事を終えたり､ ｢お客さんが見えるところ｣で作業したりする工夫を行っ
た｡それでも帰宅すると､訪FhLHノた旨を記した来訪者のメモが残されているこ
とがしばしばあった､という｡
来訪者の数は､ 1980年にミツが｢すでに五丁･名を数え｣､ 1988年に敏雄が｢こ
れまでにざっと　一万人｣ L'パと､個人運営ゆえに正確にはわからない.両者の平
均をとれば年間500名ほどだが､後述する｢lTl谷幸吉メモリアルホール｣の案
内板には｢年間約700人｣が訪れたとある｡また､ ｢(4年に1度の)オリンピッ
クの前には､幸吉を思い出して訪ねてくる人が多｣く､現在でもH谷幸吉メモ
リアルマラソン大会の当日は､ ｢家にいないといけない｡いつ人が訪ねてくる
かわからない｣という｡
来訪者のうち､生前の円谷と親交の深かった者は､畠野コーチや斎藤幸司､
君原健二21'､ 'Ef路道雄州､一緒に走った仲間たちが訪れた｡その中には､松崎昭
雄のように週に2､ 3度は必ず訪れる者もあった～■｡ 20年ほど前までは､円谷
の命Hの1月8日に恒例行事として､一緒に走った仲間たち6､ 7人が集まっ
て､ (円谷を) ｢偲びつつ､走り初め(新年を迎えて最初に走ること)｣をした
後､ ｢記念館｣のH谷の遺品が飾られた部屋で酒盛りをして思い出話に花を咲
かせたi2｡ただし､この｢食事会｣には､だんだん岩瀬郡市陸上競技協会や須
27　[安藤1975:54]
28　ミツの言柴は[斤山1980: 1]､敏雄の言葉は『読売新聞』 1988年10月2rl朝川｡
29　岩原健　二(1941-)は､オリンピックで3度人質した締験を持つ元マラソンランナーで､
円谷の親友である｡束l;けリンピックにはエースとして臨んだが8位.に留まり､この｢失敗｣
を受けて一時は引退した｡しかし､コーチの呼びかけと#r'.姫によりカムバックし､ 1968年の
メキシコオリンピックで銀メダルを獲得したU　抑京の軌跡は､東京オ.)ンピックの後にコー
チを失い､結婚を許されなかったl】J谷と対照されることが多い0
30　宮路道雄(1937-)は､ ｢1衛隊の同僚で､南三男と共に､東京オリンピックに向けたIIJ谷
の練習パートナーを務めた｡宮路は､ 『第27回大会パンフレット』に､ ｢紋日谷中吉いつまで
も栄光あれu僕も粥と放南Jrの分まで走れる内は老骨にムチ打って走るそ､それが君達2人
への供養だ｡いつも2人のあの笑顔で山野コーチと私を見守っていてください｣と記してい
る｡
31 『読売新聞』1988年10日2 u朝刊o松崎Hli雄(1933-)は､甫久遺とH谷の降し仲間であっ
た｡現れ　岩瀬郡市降し競技協会会長を痛めている｡
32　『読売新聞』 1988年10月2日御けり
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賀川走友会のメンバーも加わって､参加者が20名以上になったため､現在は場
所を市内の料理屋に移して,岩瀬郡市陸卜競技協会の年始総会として行ってい
る｡
降し競技の先輩では面識があったか定かでないが､金栗四三や山田敬蔵らが
来訪している～i｡生前の円谷とは面識がない陸L競技の後輩では､漸古利彦や
谷口浩美､藤田敦史らが､ ｢遺品や遺書をじっと見ていった｣という3】｡他にも､
体操選手の具志堅幸司のように｢後援会の帰りにひょっこり訪ねて来た｣者も
あったr15｡
･般の来訪者は､ ｢遠くは北海道､鹿児島｣から来て～一一､中にはLLl谷の｢頑張っ
て走る姿を生きがいにしてきた､という中高年の人もいた｣壬7｡また､福島県
の温泉などを目的地とする茨城県や埼玉県からのツアーバスが､その帰り道に
､1-_ち寄ることが多くあった｡喜久道の妻によれば､ツアー客の中でも､ ｢興味
のない人は館内をスーツと見てすぐに外へ出ていった｣､ ｢興味のある人はいろ
いろ聞いてくるので話をした｣という｡ ･枚の人々の来訪動機は必ずしも明ら
かでないが､埼玉県所沢市から訪ねて来た40歳のt婦は､新聞記者の取材に､
33　[長岡1977:300]｡金栗四･: (1891-1984)は､ ｢マラソンの父｣とも称される選手で､
n本人として初めて1912年のストックホルムオ1)ンピックのマラソン妓技に出場した｡日旧
敬蔵(19271)は､ 1953年のボストンマラソン健勝などの成紙をもつ)亡マラソンランナーで
ある｡
34　『剃n新聞』 1999JJ 2日3Ⅰ畑j刊(神島県版)｡漸古利彦(1956-)は1970年代後､I'-･から
1980年代前半､谷UfTi美(196()-)は1980年代後半から199OJ'ti代打1'-､藤田敦史(1976-)
は2000年代に､それぞれ･時代をLdll-したマラソンランナーである｡
35　『読売新聞』 1988年10日2日剛frJ｡取材に対して､敏雄は｢(1986年12月21HのLiJj問が)
今でも強く印象に残っている｣という見志堅の様子を語っている,Jそれによれば具志矧ま､
｢オリンピック･ロサンゼルス入会に山場する前の不安な時期に､幸b:選手を歌ったレコー
ド『ひとりの道』を聞いてから他人を意識しなくなったという｡日分の))を信輔すればいい｡
そう開眼して小調を克服､個人総合とつり輪で囲碁とに金メダルを獲得した｣というo　なお､
｢ ･人の迫｣とは､女性フォークデュオのピンク･ピクルスが､円芥のFLl穀をモティーフと
して1972的こ発表した曲である｡その哀調を滞びたメロディーから､ l】J谷の｢鉄塊軟｣と呼
ばれることもある｡
36　[軌IJ 1980: 1]｡円谷が活躍し日殺を遂げた=111時の｢H本｣には､ 1972年に復'Ji止した
沖縄県が含まれていないo少なくとも円符のl:J:のFt葉だけ見れば､ ｢記念館｣への来館肴の
居住範囲は｢遠くは北海道､鹿児l:b｣であり､沖縄Lt,i･からの来訪がないことには､そのこと
が端的に現れているように思われる｡
37　『朝日新聞』 2007年1月2211朝刊(福山県版)
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｢作家の沢木耕太郎さんの『敗れざる者たち』を読んで円谷選手のくそまじめ
な生き方に心を打たれました｡やっと暇になったもので-･･-｣と応えているiバ｡
訪問を受ける円谷の家族の万は､ミツが｢ありLHを偲んで老いの身に､は
げましの言葉をかけてくださいますことは､非常に心強く､どんなに心の支え
になっておりますことか､感謝の気持ちでいっぱいでございます｣と述べてい
るjlj｡
また､ ｢記念館｣の庭には､関係者から贈られた｢忍耐の碑｣と｢記念館｣
の門標があった10｡前者の｢忍耐の碑｣は､ 1975年8月に､ ｢かつて､青森一束
京間駅伝競走の福島県代表選手で､現在いわき市錦町に住む先輩の日子孝氏の
寄贈｣したもので､ ｢円7-氏自身の施J二に｣より､ ｢表面には､故人が書いた色
紙の『忍耐』の字を拡大したものを刻み､裏面には､当時の競技監督で､現在
の福島工業高校教諭の大山和丸氏の碑文を刻して｣いる11｡後者の門標は､ 1980
年1月8日に､円谷の命日に因んだ走友会である｢幸吉八日会｣の有志が建て
た｡ミツは門標を､ ｢県の木である､ケヤキの木の立派な門標｣と評し､ ｢『幸
吉八日会』会長永瀬兵一一郎氏の寄贈によりますもので､これに岩瀬陸協の理事
長で､現在､幸吉の出身校である､須賀川高等学校の阪路光男先生が揮毒され､
それを永瀬さん自身が彫刻された｣という12｡
2-2　｢円谷幸吉記念館｣から｢円谷幸吉メモリアルホール｣へ
TJl谷の遺品をめぐっては､福島県や須賀川市から｢6-止念館｣の移転構想が持
ち込まれていた13｡しかし､喜久道が､ ｢疲れ果てていた幸吉を､周りの喧騒か
ら離して休ませてやりたい｣､ ｢両親のそばにいたかったというのが幸吉の気持
38　『読売新聞』 1988年10Jl211削刊｡ iJl木俳人郎は､ FlJ糾二ついて､ ｢li距離ランナーの退
出:｣ (1976年)というルポルタージュをきいている｡
39　[斤山198(): 1]
40　がJJ肴は､紹介する占誌により､ ｢友情の碑｣ (『第27LuJ入会パンフレット』､ 48貝)や｢記念
碑｣ ([占-lTJ 1980: 1])､ ｢顕彰碑｣ ([須賀川市教育委員会1978:343])など様々な呼び
jjがされるが､本稿では｢忍耐の碑｣と呼ぶことにする｡
41  [Hil-Ill 1980: 1]
42　[百両1980: 2]
43　『朝n新聞』 1999勺:･2月3H朝1二り(福桔県版)
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ち｡なぜここから移さなければいけないのか｣と､県や市からの申し入れや｢元
気なうちに(市などに遺品を寄贈しよう)｣という兄弟の説得に反対してきたIll.
しかし､ ｢(｢記念館｣に来る)お客さんに合わせて生活することは､大変なこ
と｡子供が(それを引き継ぐことが)できないというのであれば仕方ない｣と､
兄弟の説得に応じることにした｡
2006年6月に､円谷の兄たちは高齢化を理由として､須賀川市へ遺品約2000
点を寄贈した｡市への寄贈に当たって､敏雄はF幸吉の活躍は須賀川の方々の
応援や後押しがあってこそ｡遺品を後世に残して役立ててほしい｣と述べ､橋
本克也市長は｢マラソンを志す多くの人たちに見てもらえるようにしたい｣と
応じている15.
壷i一一1;ill- --轟-_-i声望
図3　｢円谷幸吉メモリアルホール｣外観'6　図4　｢円谷幸吉メモリアルホ-ル｣内観
｢円谷幸吉メモリアルホール｣は､須賀川アリーナ内に設けられ､ 2006年10
月14日に仮オープンし､ 2007年1月7日に本オープンした｡橋本克也市長は仮
オープンの際に､ ｢遺品を大切に残し､円谷選手の偉業を後世に伝えていきた
い｣と述べている47｡ 2009年に開催された第27回大会のパンフレットでは､ ｢メ
モリアルホール｣への来館が呼び掛けられ､ ｢市では､円谷選手を慕う愛好者､
更には陸上を目指す方々の意欲高揚のため､ (中略)開設いたしました｣とし
ている18.
44　『毎日新聞』 1998年11月21日朝刊(青森県版)
45　r福島民報j 2006年6月23日朝刊
46　図3 ･図4共に､ 2009年10月18日に筆者が撮影した｡
47　『福島民友新聞J 2006年10月14日朝刊
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また､ ｢忍耐の碑｣も｢記念館｣の閉館に伴って､ 2006年8月1日に円谷の
図5　｢忍耐の碑｣移設除幕式
初任地である陸上自衛隊郡山駐屯地に寄贈された｡移設除幕式で､敏雄は｢駐
屯地で一番良い場所に建てていただいた｡駐屯地のみならず各方面の方に､幸
吉をしのんでいただきたい｣と挨拶し､佐々木茂郡山駐屯地司令は｢自衛官に
とって重要な忍耐の心を未来に伝えていきたい｣と述べた49｡
3.円谷にゆかりの行事
ここでは､管見の限り把握できた円谷にゆかりの行事について､.[1]岩瀬
郡市陸上競技協会の年始総会と[2]円谷駅伝競走大会､ [3]円谷幸吉メモ
リアルマラソン大会を検討する｡
[ 1 ]岩瀬郡市陸上競技協会の年始総会
岩瀬郡市陸上競技協会の年始総会は､円谷の死後､ ｢そうする(円谷の命日
に合わせて開催する)のがいいだろう｣と､ 1月8日に行う慣わしとなった｡
協会の会員のうち有志は､円谷の墓参りを済ませてから総会に臨んでいる｡し
かし､この開催日程は､会社の仕事始めの時期と重なって何かと慌しいため､
喜久道によれば､ ｢みんな都合して来てくれているが､ (幸吉が)亡くなって40
年以上経つし､そろそろ(日程を)変えてもいいのではないか｣という話が出
ているという｡
48　『第27回大会パンフレット』､ 56頁｡ 49　『福島民友新聞』 2006年8月2日朝刊｡図5は､
この記事より転戦した｡
-165-
[2]円谷駅伝競走大会
本大会は､円谷が1964年の東京オリンピックで銅メダルを獲得したことを記
念して､ 1965年に第1回大会が行われ､ 1968年からは同年に始まった市民体育
祭に組み込まれたr'()｡しかし､日本各地で市民マラソンが増えて参加者が少な
くなったことから､ 1993年頃に中lLされた｡
喜久造は､円谷を記念する行事が駅伝競走大会であった理由について､ ｢(辛
出ま)駅伝で強くなったから｣といい､大会自体は｢各市町村が参加するもの
だった｣という｡他の資料によれば､須賀川市が円谷の｢栄誉を永く伝えるた
めに､市民体育祭の行事の一つとして､毎年卜月十Hの『体育のIl』に､中学
校･高校･一般の三部に分けた『円谷駅伝』を行ない､毎回トチーム以卜の参
加｣したという5.｡コースレイアウトは交通事情などでよく変更されたが､そ
れは喜久道の言うところの｢(幸吉が)練習に使っていたコース｣､ ｢(現在の)
メモリアルマラソン(のコース)と近いコース｣であり､必ず｢記念館｣の脇
を通った｡
[3]円谷幸吉メモリアルマラソン大会
本大会は､ 1965年から始まった｢岩瀬地区中学校新人ロードレース大会｣(｢岩
瀬郡内の中学生を対象として､体力の向上二と遅しい精神力を養成するため､岩
瀬郡陸上競技協会(会長阪路光93)が主催して発足した｣)に1976年に新設さ
れた､壮年の部の｢健康ロードレース大会｣が発展したものである520 1983年
に円谷の名を冠した入会となり､ 2010年に第28rHl入会を迎える0
1983年から大会に｢り谷の名を冠したのは､市の青年会の方で､町輿しの観光
資源として利用しようという気運が高まったことによる｡そのように衣替えし
た大会について､高木博市長(当時)は､ ｢郷土が生んだ世界的な名ランナー
『放円谷幸吉選手』の偉業の顕彰と､降し競技長距離選手の育成､さらには青
少年の健全育成を回るため､本市の伝統である11本二大火祭りの　一つである『松
50　[tli'Al川心教育委員会1972:311-312]
51 [安藤1975:54]
52　『第9r‖1人会パンフレット』､ 49白｡
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明あかし』と一元的な一人イベントとして計画した｣という:,･～｡他にも､大会
の意義について､円谷幸吉メモリアルマラソン協力会のL:出一作会長(tJ'TP封
が｢ひた走る若者達の姿に往年のlリ谷選手を偲び､そしてその偉業を讃える｣
ことを､橋本克也市長が｢郷土の英雄､円谷幸吉選手の偉業を顕彰し､第2の
円谷の育成を目指｣すことを挙げていZj,1｡
第1回大会は､岩瀬郡rrJ陸上競技協会がi=_催して行った｡第3回大会から須
賀川市が手伝うこととなり､姐賀川市･/;fi賀川市教育委員会･円谷マラソン実
行委員会が主催し､岩瀬郡市陸上競技協会が主管する現在のスタイルとなった｡
コースは､上述の円谷駅伝競走入会と同じく､道路事情によりしばしば変史さ
れたが､須賀川市域を中心としたllJ谷が｢練習で使っていたコース｣であり､
現在も喜久造夫妻の住む元｢記念館｣の脇を必ず通る｡こうしたコースを､高
木博市長(当時)は､ ｢故H谷選手が練習にいそしんだ『幸吉の鼓動がきこえ
るトレーニングロード』｣と表現しているo
L述したように､松明あかしと円谷幸吉メモリアルマラソン大会は､毎年11
JJの第3週末にセットで行われていたo Lかし､第20bl入会を迎えた2002年頃
に､ ｢(主に運営を担う)青年会の若い者たちが､人掛かりな2つのイベントを
一斉に準備するには､ 1週間近く什事を休まなければならず､大変であるため｣､
また｢毎年10月に開催されていた猪馴亡の万のマラソンが申ILとなり､ (開催
日程が重なることなく)変更できるため｣､マラソン大会の方を10月の第3H
曜日に変更して現在に至る｡
参加者については､第9回と第27回の入会パンフレットを見ると､もともと
岩瀬地区のローカル大会として出立したため､須賀川市を中心とした岩瀬郡市､
そして福島県からの参加が拝倒的に多く､他には関東北部や東北南部など周辺
53　『第9同大会パンフレット』､ 4頁o ｢松明あかし｣とは､ 400年以上の惟史を持つ祇賀川
市の伝統行事である｡その起源は､大正17年(1589イf:-) 10月に､伊達政宗の攻撃を,受けて娼
Jil'Jrl城が満城し､城i:_の二階堂氏をはじめ多くの家臣･領民が亡くなったのを′受けて､残さ
れた人々が死者たちの霊を弔うために7T_老両で毎年松明を燃すようになったことにある｡
54 ,-.:m会Ii (､-川寺)の.言葉は､ 『第9回大会パンフレット』､ 4頁｡橋本市長の古巣は､ 『第
27lul入会パンフレット』､ 2乱
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地域からの参加が目克つ｡第27回大会(2009年)には､ 2,187名の参加申し込
みがあった｡
本大会は毎年､島野コーチ(2009年12月に亡くなった)を来賓として､君原
健二と宮路道雄を招待選手として招いている｡また､中央大学の同級生たち5I'
は､ 1983年に円谷幸吉メモリアルマラソン大会が開催されるのに合わせて､旅
行を組んで関東圏から毎年須賀川市を訪れるようになった｡君原や宮路､中央
入学の同級牡たちは須賀川を訪れると､誘い合わせて円谷の墓参を行うo特に
君原は､住まいのある北九州市から須賀川市を訪れる度に､缶ビールを1本携
えて円谷の墓に参り､半分を円谷の墓にかけ半分を自分で飲み､円谷に1年間
の報告をするSbo　さらに彼らは､マラソン入会前Hに市内の料禅尼で大会役員
らと(円谷を) ｢偲ぶ会｣を催している｡
4.ま　と　め
本稿の目的は､ ｢円谷幸吉記念館｣の成立と展開を､須賀川IIJにおいて円谷
をめぐる生者の動向の中に位吊づけて考察することであった｡
まず､ ｢円谷幸吉記念館｣について｡ ｢記念館｣は初め円谷の遺志を汲んだ両
親の隠屈所｢最勝庵｣であり､遺族に遺品を公開する意図はなかったこと､し
かし､そこに円谷の友人から一般の人まで日本各地から｢年間約700人｣とも
いわれる人々が訪れるのに遺族が応じ､誰が言うともなくそこが｢記念館｣と
呼ばれるようになったことが明らかになった｡ ｢rrJ谷幸吉記念館｣は､ある人
55　円芥の中央入学時代の川級牡たちは､ lIl谷を｢H (えん)ちゃん｣と呼び､試合の遠征な
どで人事な授業を欠席することのある日科こ､ノートを見せてあげていた人々である｡ある
者は､ ｢10年前には3O字,ほどで来た｣というが､ 2009年は1O字lほどで狐賀川にやってきた｡
56　イ相はそうする理Hlを､東京オリンピックの2ケ月前の円山公園競技場(札幌)の記録会
の後､公園のベンチでlリ谷と2人だけのビールの乾杯をしたことが忘れられないからだとい
う｡付点のそうした気持ちの淵掛よ､ E■J芥の北後に山した以下の談話に窺われる, ｢彼に必
要だったのは､彼の傷心をなぐさめることのできる人ではなかったろうか｡札幌で一万メー
トルにふたりで日本新記録をつくったとき､近くの売J古で紬台に腰かけてビールを飲みなが
ら再びをわかち合った､あの楽しい場血がおもいだされる｡ (lい略)もし東京と九州という
距離がなくでいつも彼と語り､杯を交わして､許しみを打ち明けあっていたなら､ぜったい
に自殺においこむことはなかったと信じている｡彼とこうした機会を進んで持とうとしな
かった怠慢を心から悔いる｣ ([君原･高橋1978:184])｡
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物を記念しようとする主体の運動が先立つ多くの｢人物記念館｣と異なり､円
谷の遺品の納められた家を訪れたいと願う人々の働き掛けの中に成立したので
ある｡また､そうして維持されてきた｢記念館｣であったが､遺族の高齢化に
よって､ 2006年に収蔵されていた遺品が須賀川心へ､庭に置かれていた｢忍耐
の碑｣が郡山駐屯地に託され､新たな記念の場が生まれたことも明らかとなっ
た｡新たな場でいかなる記念のされ方をしてゆくか先行きはイく明だが､円谷家
からゆかりの品を待て､須賀川市長は｢マラソンを志す多くの人たち｣や｢円
谷選手を慕う愛好者､更には陸上を目指す方々｣の｢意欲高揚｣をはかると応
え､郡山駐屯地の司令は｢自衛官にとって重要な忍耐の心を未来に伝え｣ると
述べ､受け手の方で円谷にゆかりの品の記念の什方について･定の)jlFlJJ性を示
しているように思われる｡
次に､ rlJ谷にゆかりの行事についてo [1]岩瀬郡市陸上競技協会の年始総
会は､ ､L'l協会の会員の中に､生前のH谷と関わりの深かった者が多かったこと
から､命Hに総会を開く習慣が維持されてきたことがわかったo　また､当協会
の会員が､ 20年ほど前まで｢走り初め｣をした後に｢記念館｣で｢食事会｣を
催したり､現在でも墓参後に総会に出席したりする動きも見られた｡ただし､
円谷の死から相当の年数が経ったことから､総会の開催日程の変更が検討され
ていることも明らかになった｡ [2]円谷駅伝競走大会と[3]円谷幸吉メモ
リアルマラソン入会は､共に円谷の生前から開催されたイベントで､コースも
H谷の練習した須賀川市域を走る似通った入会である｡しかし､前者は当初か
ら円谷の｢栄誉を永く伝えるため｣と謡った市民行事であったが参加者の減少
から存続できなかったのに対して､後者は､l'7初はH芥と直接には関係のない
ローカルな中学生向けの大会やあったのを､外向けの町興し的な行事として衣
替えしたことで参加者を集めて存続している｡特に後者については､そこに生
前の円谷と親交の深かった畠野コーチや君原健二､宮路道雄らが招かれ､中央
入学の同級生らが訪れるようになり､ (入会に伴って墓参りするので)円谷や
その家族､運営者､大会参加者らと新たな関わり方が生まれている様子が窺わ
れた｡
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以上の議論を総合すれば､須賀川市において円谷幸吉をめぐる生者の動向の
中心には､ (rT]谷の慕と共に､)地刺(J ･精神的にrLIJ谷幸吉記念館｣があり､
そこには円谷の家族(とりわけ両親､喜久道夫妾)がいるということである｡
そして､それを取り巻くように須賀川市民や岩瀬郡ltJ陸上競才封窺会の人々がお
り､そこに須賀川市外に住む円谷の友人やスポーツ関係者､ (特に郡山駐屯地
の)自衛隊関係者､マラソン大会に参加する人々､ ｢記念館｣を訪問する人々
の多様な関わりが持たれてきた｡さらにその小で､円谷と関わりのあった者が
亡くなったり(両親や島野コーチなど)､ rLJ谷を記念する体制や削質が変化し
たりしつつある様子(｢記念館｣の閉館､総会日程変更の検討)が窺われ､円
谷家から須賀川市と掛目駐屯地へ円谷にゆかりの品の管群継承といった新たな
事態も生じているということである｡
須賀川l机こおいて､ Ir]谷幸吉をJd念すること｡それは､全回からの訪問者を
受け入れたllJ谷の家族の住む｢記念館｣を焦点として､また円谷にゆかりの行
事を背景として､年前の円谷を知る者やそうでない者たちの多様な関わりの中
で､円谷についての物語が語り直され続けていく事態のことであったo今後も､
円谷をめぐる姐賀川市内の動向をより細かに検討しながら､須賀川市外の動向
も含めて見ていくことにしたい｡
おわりに
昨年9月のある日､筆者は元｢記念館｣となった円谷喜久造氏のお宅を訪れ
た｡事前に連絡をせずに伺ったにも関わらず､喜久道民と奥様は3時間以上に
渡って､円谷の話を聞かせて卜きった｡その中で､喜久造氏は､円谷の遺品が
｢記念館｣から｢メモリアルホール｣に移されたことを､ ｢(遺品を)見せたの
が縁で､いろいろな人が来てくれた｡ (それは嬉しい)けど､見せなければう
ちの宝としてずっと置いておくことができた｡ (管理する者がいるうちはいい
けれど､それが附難になったから､)みんな田て行ってしまった｡(見せたのは､)
よかったのと恋かったのと半々だね｣と仰った｡
このことについて､喜久道民はある新I湖の取材に､ ｢遺LHJが手元にないのは
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寂しいが､如い人生ながら､ごく普通の青年が､日々の努力で残した成果を､
皆さんの記憶にとどめてもらえればうれしいですね｣とも応えている57｡家族
の寂しさと嬉しさの中で､円谷にゆかりの品は｢記念館｣を離れ､新たな記念
の場を得た｡今後､彼をめぐる物語はどのように展開していくだろうか｡
｢人物jJ己念飢｣は､小松利彦の言う通り､ ｢人間の『人生』の物語化(再表
現)や『顕彰･記念』の仕方､さらには『心』の問題をも考えさせてくれる､
まことに刺激的で興味深い対象｣であるr-H.本稿で取り上げた｢H芥幸L:記念
館｣は､ 2000年以降も建設ラッシュが続く｢人物記念館｣の､ほんの　一例に過
ぎない｡ ｢はじめに｣で挙げた問題点を踏まえ､本稿のような小さな事例も視
野に入れながら､ ｢人物記念館｣の研究は進められるべきであろう｡
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To commemorate Kokichi Tsuburaya :
Focus on the case of Sukagawa City,
Fukushima Prefecture
Teruyuki Kobayashi
In Japan, since ancient tirnes･ there have been folkways to deify the dead, whlCh
increased in variation throughout eras. Especially, after the Meiji era, Japanese
governnlentS combined with Shintoism built a lot of shrines deifying the dead
("jinbutsu ji'y'a''). However, after World War II , the combination of the state and
shintoism collapsed, which kept people from building such shrines continuously･ Did,
these folkways, then, disappear? The present author is of the oplnion that it is not the
case. After Wor一d War Ⅱ , these folkways have actually been replaced by the practice
ofbuilding museums commemorating the dead (….)'L'nbulsu kL'nenkan" ).
The author introduces one of these, the Memorial Museum of Kokichi Tsuburaya in
sukagawa City, Fukushima Prefecture･ Kokichi Tsuburaya (1940-1968) was a
marathon runner, who won the bronze medal in the 1964 Summer OlymplCS held in
Tokyo, Japan, and committed suicide in 1968･ In this article, first, the background of
establlShing the museum is investlgated･ Next, several movements of commemoratlng
him in Sukagawa City are reviewed.Asa result, it turned out that this museum was the
house of Tsuburaya,s family, and people started calling lt "museum"･ Thenl in 2006,
his fanli)y offered his objects to Sukagawa City, and opened the "Memorial Hall of
Kokichi Tsuburaya●'in the city･
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